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解
題

　

杜
甫
の
「
雑
述
」
は
孔
巣
父
・
張
叔
卿
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
の

二
人
は
人
柄
も
良
く
才
能
も
あ
り
な
が
ら
、
社
会
的
に
不
遇
な
状
態

に
あ
る
。
杜
甫
は
そ
の
理
由
を
述
べ
て
激
励
す
る
。

　

制
作
年
は
未
詳
だ
が
、
従
来
次
の
二
説
が
あ
る
。

①
開
元
二
十
八
年
（
七
四
〇
）、
杜
甫
二
十
九
歳
の
作
と
す
る
説
。

こ
の
時
、
孔
巣
父
は
李
白
ら
と
共
に
徂
徠
山
に
隠
れ
て
「
竹
渓
の

六
逸
」
と
称
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
ろ
、
杜
甫
は
斉
・
趙
（
本

文
中
の
「
山
東
」
に
当
た
る
地
方
）
を
遊
歴
中
で
、
兗
州
司
馬

（
兗
州
は
、
魯
郡
に
当
た
る
。「
魯
之
張
叔
卿
」
の
注
も
参
照
）

と
な
っ
た
父
を
見
舞
い
に
行
き
、
そ
こ
で
孔
巣
父
ら
と
交
遊
し
、

「
雑
述
」
を
贈
っ
た
と
す
る
（
林
継
中
「
杜
文
繋
年
」『
漳
州
師
院

学
報
』
一
九
九
五
年
第
三
期
。
陳
冠
明
・
孫
愫
婷
撰
『
杜
甫
親
眷

交
遊
行
年
考
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
）。

②
天
宝
五
載
（
七
四
六
）、
杜
甫
三
十
五
歳
、
長
安
で
の
詩
作
「
送

孔
巣
父
謝
病
帰
遊
江
東
兼
呈
李
白
」（『
杜
詩
詳
注
』
巻
一
）
と

同
時
期
の
作
と
す
る
説
（
劉
開
揚
「
杜
文
窺
管
続
篇
」『
柿
葉
楼

存
稿
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
三
）。
な
お
、
何
寄
澎
氏
も

「
送
孔
巣
父
云
々
」
詩
と
同
時
の
作
と
し
て
い
る
が
、
詩
・
文
と

も
に
天
宝
六
載
の
作
と
し
て
い
る
。
何
氏
は
文
中
に
見
え
る
岑
参

と
薛
拠
が
天
宝
六
載
に
は
共
に
長
安
に
い
た
こ
と
を
一
つ
の
根
拠

と
し
て
い
る
（
林
宗
正
・
蒋
寅
編
『
川
合
康
三
教
授
栄
休
紀
念
文

集
』
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
一
七
）。

　

吉
川
幸
次
郎
氏
も
早
期
の
散
文
だ
と
す
る
が
、
制
作
年
は
明
記
し

て
い
な
い
（『
杜
甫
詩
注
』
第
一
冊
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
七
、
二

九
六
頁
）。
本
訳
注
で
は
②
の
説
に
従
い
、
孔
・
張
の
面
前
で
贈
っ

た
も
の
と
し
て
解
釈
す
る
。

「
述
」
に
つ
い
て
、
明
・
徐
師
曾
『
文
体
明
弁
序
説
』
に
、

按
ず
る
に
字
書
に
云
う
、「
述
は
、
譔
な
り
。
其
の
人
の
言
行
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を
纂
譔
〔
集
め
選
び
、
記
録
〕
し
て
以
て
考
を
俟
つ
な
り
」
と
。

其
の
文 

状
と
同
じ
。
状
と
曰
わ
ず
し
て
、
述
と
曰
う
も
、
亦

た
別
名
な
ら
ん
。
此
の
体 

諸
集
に
見
ゆ
る
者 

多
か
ら
ず
。

と
あ
る
。
人
物
の
徳
行
を
摘
出
し
て
述
べ
る
と
い
う
性
質
は
「
状
」

と
変
わ
ら
な
い
の
で
、「
述
」
と
言
っ
て
も
「
状
」
の
別
名
で
あ
ろ

う
と
言
う
。
右
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
述
」
と
い
う
名
で

作
ら
れ
る
文
章
自
体
が
珍
し
い
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、「
述
」
は
唐

以
降
に
始
ま
っ
た
と
す
る
説
も
あ
る
。
劉
開
揚
氏
の
「
杜
文
窺
管
続

篇
」
に
引
か
れ
る
民
国
初
・
呉
曾
祺
の
『
文
体
芻
言
』
に
、

其
れ
用
い
ら
れ
て
文
の
一
体
と
為
る
者
は
、
古
に
是
の
称
無
く
、

亦
た
是
の
作
無
し
、
唐
以
後
に
始
め
て
見あ

ら

わ
る
。

と
あ
り
、
三
国
時
代
の
邯
鄲
淳
の
「
魏
受
命
述
」
は
、
あ
る
人
物
の

権
威
付
け
の
た
め
、
功
績
を
褒
め
称
え
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ

る
「
符
命
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
属
し
、
記
述
を
主
と
す
る
ジ
ャ
ン

ル
で
は
無
い
と
述
べ
る
。
何
寄
澎
氏
は
、「
述
」
は
「
頌
」・「
説
」・

「
序
」
と
し
て
も
用
い
ら
れ
、
韻
文
で
書
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
し
、

陶
淵
明
の
「
読
史
述
九
章
」
な
ど
も
「
述
」
体
と
見
な
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
杜
甫
の
「
雑
述
」・「
秋
述
」
に
至
っ
て
「
述
」
は
顕
著
な

発
展
を
見
せ
、
他
人
に
贈
る
「
贈
序
」
の
性
質
を
有
し
、
個
人
の
情

が
よ
り
鮮
明
に
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
す
る
。
何
氏
の
言
う

よ
う
に
、
杜
甫
の
「
述
」
は
二
篇
共
に
人
物
称
賛
・
説
得
の
文
章
と

な
っ
て
い
る
。
杜
甫
の
詩
文
に
お
け
る
「
述
」
字
の
用
例
を
見
て
も
、

「
称
述
」（「
奉
謝
口
敕
放
三
司
推
問
状
」『
詳
注
』
巻
二
十
五
）
と
熟

し
て
い
た
り
、「
謬
称
三
賦
在
、
難
述
二
公
恩
」（「
奉
留
贈
集
賢
院

崔
于
二
学
士
」『
詳
注
』
巻
二
）
と
互
文
に
な
っ
て
い
た
り
す
る
。

　
「
雑
述
」
は
、
前
半
が
散
文
と
な
っ
て
お
り
、
後
半
（
本
訳
注
第

三
段
）
が
韻
文
と
な
っ
て
い
る
。
散
文
部
分
は
典
故
と
対
句
が
用
い

ら
れ
、
後
の
韓
愈
ら
の
復
古
文
よ
り
は
六
朝
時
代
の
駢
儷
文
を
思
わ

せ
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
全
体
的
に
用
い
ら
れ
る
典
故
は
、
儒
家

に
関
す
る
も
の
が
多
い
。
こ
う
し
た
儒
家
の
言
葉
を
借
り
て
人
を
諭

す
方
法
は
、
孔
子
の
「
述
べ
て
作
ら
ず
」
と
い
っ
た
態
度
を
体
現
し

よ
う
と
試
み
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

本
訳
注
の
体
裁
は
『
中
国
文
化
』
第
七
十
六
号
の
谷
口
匡
氏
の
訳

注
に
準
拠
す
る
。
底
本
、
及
び
、
校
勘
に
用
い
た
テ
キ
ス
ト
と
そ
の

略
称
は
谷
口
氏
の
訳
注
を
参
照
。

訳
注

〔
一
〕

杜
子
曰
、
凡
今
之
代
、
用
力
爲
賢
乎
、
進
賢
爲
賢
乎
。
進
賢
賢
乎
、

則
魯
之
張
叔
卿
・
孔
巢
父
二
才
士
者
、
聰
明
深
察
、
愽
辯
閎
大
、
固

必
能
伸
於
知
己
、
令
聞
不
已
、
任
重
致
遠
、
速
於
風
飈
也
。
是
何
面

目
黧
黑
、
常
不
得
飽
飯
喫
、
曾
未
如
富
家
奴
、
茲
敢
望
縞
衣
乘
軒
乎
、
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豈
東
之
諸
侯
深
拒
於
汝
乎
、
豈
新
令
尹
之
人
未
汝
之
知
也
、
由
天
乎
、

有
命
乎
。

杜と

子し

曰い
わ

く
、
凡は

ん

今こ
ん

の
代よ

、
力ち

か
ら

を
用も

ち

う
る
を
賢け

ん

と
為な

す
か
、
賢け

ん

を
進す

す

む
る
を
賢け

ん

と
為な

す
か
。
賢け

ん

を
進す

す

む
る
を
賢け

ん

と
す
る
や
、
則す

な
わ

ち
魯ろ

の

張ち
ょ
う

叔し
ゅ
く

卿け
い

・
孔こ

う

巣そ
う

父ほ

の
二に

才さ
い

士し

は
、
聡そ

う

明め
い

深し
ん

察さ
つ

、
愽は

く

弁べ
ん

閎こ
う

大だ
い

に
し
て
、

固も
と

よ
り
必か

な
らず

能よ

く
己お

の
れを

知し

る
も
の
に
伸の

べ
て
、
令れ

い

聞ぶ
ん 

已や

ま
ず
、
重お

も

き
に
任に

ん

じ
て
遠と

お

き
を
致い

た

す
こ
と
、
風ふ

う

飈ひ
ょ
うよ

り
も
速す

み

や
か
な
ら
ん
。
是こ

れ
何な

ん

ぞ 

面め
ん

目も
く

の
黧れ

い

黒こ
く

な
る
、
常つ

ね

に
飯は

ん

喫き
つ

す
る
に
飽あ

く
を
得え

ず
、
曾か

つ

て
未い

ま

だ
富ふ

家か

の
奴ど

に
如し

か
ず
。
茲こ

こ

に
敢あ

え
て
縞こ

う

衣い

し
て
軒け

ん

に
乗の

る
を

望の
ぞ

ま
ん
か
、
豈あ

に
東ひ

が
しの

諸し
ょ

侯こ
う

の
深ふ

か

く
汝な

ん
じを

拒こ
ば

ま
ん
か
、
豈あ

に
新し

ん

令れ
い

尹い
ん

の
人ひ

と

の
未い

ま

だ
汝な

ん
じを

之こ
れ

知し

ら
ざ
る
や
、
天て

ん

に
由よ

る
か
、
命め

い 

有
る
か
。

杜
子
が
言
う
。
さ
て
今
の
世
の
中
、
己
の
才
覚
を
揮
う
者
を
賢
者
と

言
う
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
賢
者
を
推
薦
す
る
者
を
賢
者
と
言
う

の
だ
ろ
う
か
。
賢
者
を
推
薦
す
る
者
を
賢
者
と
す
る
の
な
ら
ば
、
魯

の
張
叔
卿
と
孔
巣
父
、
こ
の
二
人
の
才
人
は
、
聡
明
で
洞
察
力
に
優

れ
、
博
識
雄
弁
で
物
事
を
し
か
と
弁
別
で
き
る
者
た
ち
な
の
で
、
自

ら
の
主
張
を
聴
い
て
く
れ
る
人
物
に
は
忌
憚
の
な
い
意
見
を
主
張
す

る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
評
判
は
あ
が
る
一
方
で
、
つ
む
じ
風
よ
り

も
速
や
か
に
重
要
な
任
務
を
成
し
遂
げ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
も
と

よ
り
誰
の
目
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、
な
ぜ
二
人
の
面

貌
は
病
人
の
よ
う
に
土
気
色
で
痩
せ
こ
け
て
い
る
の
か
。
い
つ
も
充

分
な
食
事
に
す
ら
あ
り
つ
け
ず
、
そ
の
生
活
は
富
豪
に
仕
え
る
従
僕

の
ほ
う
が
ず
っ
と
ま
し
な
ほ
ど
だ
。
果
た
し
て
二
人
は
自
ら
が
貴
顕

と
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
な
い
の
か
、
は
た
ま
た
、
山
東
の
刺
史
が

貴
君
ら
を
遠
ざ
け
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
宰
相
殿
も
最
近
就
任

し
た
ば
か
り
で
あ
る
ゆ
え
、
張
君
と
孔
君
の
こ
と
を
ま
だ
ご
存
知
で

な
い
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
、
こ
れ
は
天
が
そ
う
さ
せ
て
い
る
の

か
、
そ
も
そ
も
人
に
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
運
命
な
の
か
。

杜
子　

杜
甫
の
こ
と
。
自
ら
を
「
～
子
」
と
敬
称
で
表
す
の
は
、
自

身
を
客
体
化
し
た
も
の
。
文
章
が
寓
言
性
を
帯
び
る
。

凡
今
之
代　
「
凡
今
」
は
二
文
字
で
、「
今
」
の
意
。『
詩
経
』
小

雅
・
常
棣
に
、「
凡、

今、

の
人
、
兄
弟
に
如
く
は
莫
し
」
と
あ
る
。

「
代
」
は
「
世
」
字
に
同
じ
。
唐
の
太
宗
李
世
民
の
諱
を
避
け
た
。

用
力　

自
分
の
能
力
を
揮
う
こ
と
。
力
を
尽
く
す
こ
と
。

進
賢　

有
能
な
人
材
を
推
薦
す
る
こ
と
。「
用
力
」・「
進
賢
」
の
二

句
は
、『
孔
子
家
語
』
賢
君
篇
に
見
え
る
。「
子
貢 

孔
子
に
問
い

て
曰
く
、『
今
の
人
臣 

孰
れ
か
賢
と
為
す
』
と
。
…
…
子
曰
く
、

『
賜
や
、
…
…
汝
、
力、

を
用、

う
る
を
賢、

と
為、

す
と
聞
く
か
、
賢、

を

進、

む
る
を
賢、

と
為、

す
か
』
と
。
子
貢
曰
く
、『
賢、

を
進、

む
る
は
賢、
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な
る
か
な
』
と
。
子
曰
く
、『
然
り
』
と
」。
こ
の
文
は
、『
説

苑
』
臣
術
篇
に
も
見
え
る
。

進
賢
賢
乎　

仇
本
・
朱
本
は
「
進
賢
爲
賢
」
に
作
る
。
こ
の
語
の
出

典
の
一
つ
で
あ
る
『
説
苑
』
は
「
進
賢
爲
賢
」
と
な
っ
て
い
る
。

魯
之
張
叔
卿　

魯
郡
（
今
の
山
東
省
兗え

ん

州
）
の
人
。
嶺
南
（
今
の
広

東
か
ら
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
の
あ
た
り
）
節
度
判
官
に
任
ぜ
ら

れ
、
後
に
事
に
坐
し
て
桂
州
（
広
西
省
チ
ワ
ン
族
自
治
区
）
に
流

さ
れ
た
（
底
本
注
に
拠
る
）。
杜
甫
が
成
都
に
い
た
こ
ろ
の
詩
作

に
「
得
広
州
張
判
官
叔
卿
書
使
還
以
詩
代
意
」（『
詳
注
』
巻
十
）

が
あ
る
。
朱
鶴
齢
の
案
語
に
は
、「
史
に
い
う
、
孔
巣
父
、
少
く

し
て
韓
準
・
李
白
・
裴
政
・
張
叔
明
・
陶
沔
と
、
徂
徠
山
に
隠
れ
、

竹
渓
六
逸
と
号
す
と
。
此
に
張
叔
卿
と
云
う
は
、
豈
に
即
ち
張
叔

明
な
ら
ん
や
」
と
あ
る
。
底
本
は
朱
説
を
否
定
し
て
い
る
。

孔
巢
父　

字
は
弱
翁
。
冀
州
（
現
在
、
河
北
省
に
属
す
）
の
人
。
開

元
年
間
、
李
白
ら
と
共
に
徂
徠
山
（
山
東
省
泰
安
県
の
東
南
）

に
隠
れ
、「
竹
渓
六
逸
」
と
称
さ
れ
た
。
天
宝
中
、
長
安
で
職
に

就
い
た
が
大
し
た
実
績
も
無
い
ま
ま
に
病
気
と
称
し
て
帰
り
、
江

東
を
遊
歴
し
た
。
安
史
の
乱
中
、
永
王
璘
が
江
淮
で
挙
兵
し
た
時
、

永
王
は
孔
巣
父
の
噂
を
聞
き
、
幕
下
に
招
い
た
。
し
か
し
、
巣
父

は
永
王
が
必
ず
敗
れ
る
こ
と
を
見
抜
い
て
身
を
隠
し
た
。
後
、
予

見
ど
お
り
と
な
っ
た
の
で
、
彼
は
名
を
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

『
旧
唐
書
』
巻
一
五
四
・『
新
唐
書
』
巻
一
六
三
に
伝
が
あ
る
。

聰
明　

道
理
に
明
る
く
、
察
し
が
良
い
こ
と
。
杜
甫
の
「
送
率
府
程

録
還
郷
」
詩
（『
詳
注
』
巻
五
）
に
、「
程
侯 

晩
に
相
遇
い
、
与

に
語
れ
ば
才
傑
立
つ
。
薫
然
と
し
て
耳
目
開
き
、
頗
る
覚
ゆ 

聡0

明0

の
人
な
る
を
」
と
あ
る
。「
聡
明
深
察
」
の
語
、
孔
巣
父
が
永

王
の
招
聘
を
断
っ
た
事
と
よ
く
合
致
す
る
。

深
察　

細
微
ま
で
見
通
せ
る
こ
と
。
洞
察
力
に
優
れ
る
こ
と
を
言
う
。

愽
辯　

博
識
で
物
事
を
細
か
く
説
き
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
。
弁
舌
に
優
れ
る
こ
と
を
言
う
。『
旧
唐
書
』
孔
巣
父
伝
に
、

「〔
孔
〕
巣
父 

博、

弁、

多
智
な
り
、
田
悦
の
衆
に
対
し
て
、
逆
順
利

害
君
臣
の
道
を
陳
ぶ
」
と
あ
る
。「
愽
辯
」、
銭
本
・
朱
本
・
仇

本
・
張
本
・
全
唐
文
は
「
博
辯
」
に
作
る
。

閎
大　
「
広
大
」
に
同
じ
。
内
容
が
豊
富
で
計
り
知
れ
な
い
こ
と
、

こ
こ
で
は
雄
弁
で
あ
る
こ
と
を
言
う
。

聰
明
・
愽
辯
の
二
句　
『
史
記
』
巻
四
十
七
・
孔
子
世
家
の
文
に
基

づ
く
。「
聡
明
深
察

0

0

0

0

に
し
て
、
死
に
近
づ
く
者
は
、
好
ん
で
人
を

議
す
る
者
な
り
。
博
辯

0

0

広
大

0

0

に
し
て
、
其
の
身
を
危
う
く
す
る
者

は
、
人
の
悪
を
発あ

ば

く
者
な
り
。
人
の
子
為た

る
者
は
、
以
て
己
を
有

す
る
こ
と
毋
か
れ
。
人
の
臣
為
る
者
は
、
以
て
己
を
有
す
る
こ
と

毋
か
れ
」。「
聡
明
」・「
博
弁
」
は
、
他
人
の
善
悪
を
批
評
で
き
る

ほ
ど
の
洞
察
力
と
、
悪
事
を
暴
き
立
て
る
だ
け
の
雄
弁
さ
と
解
釈
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で
き
る
。『
史
記
』
の
「
以
て
己
を
有
す
る
こ
と
毋
か
れ
」
と
は
、

「
人
の
子
た
る
も
の
、
臣
下
た
る
も
の
は
、
自
分
の
こ
と
を
顧
み

ず
に
行
動
す
る
も
の
だ
」
と
い
う
解
釈
と
、「
聡
明
」・「
博
弁
」

が
過
ぎ
る
と
己
の
身
を
危
う
く
す
る
の
で
、「
己
（
自
己
主
張
）」

を
持
た
ぬ
ほ
う
が
良
い
と
い
う
処
世
訓
を
説
い
た
と
す
る
解
釈
が

あ
る
。

伸
於
知
己　

君
子
は
己
を
理
解
し
て
く
れ
な
い
者
に
は
態
度
を
卑
屈

に
し
て
何
も
言
わ
な
い
も
の
だ
が
、
己
を
理
解
し
て
く
れ
る
人

に
は
自
分
の
志
を
陳
べ
て
能
力
を
発
揮
す
る
と
い
う
こ
と
。『
史

記
』
巻
六
十
・
管
晏
列
伝
に
見
え
る
言
葉
。
晏
嬰
は
囚
人
で
あ
っ

た
越
石
父
の
罪
を
贖
っ
て
共
に
帰
っ
た
が
、
晏
子
は
礼
を
尽
く
さ

ぬ
ま
ま
、
奥
に
引
っ
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
す
る
と
、
越
石
父
が
交

わ
り
を
絶
ち
た
い
と
申
し
出
た
の
で
、
晏
子
は
驚
い
て
、「
何
故

こ
ん
な
に
も
早
く
絶
交
し
た
い
と
申
す
の
か
」
と
訊
ね
た
。
そ
こ

で
越
石
父
は
言
っ
た
、「
然
ら
ず
。
吾
聞
く 

君
子
は
己
を
知
ら
ざ

る
も
の
に
詘く

っ

し
て
己0

を
知0

る
も
の
に
信0

ぶ
る
者
な
り
と
。
吾
の
縲る

い

紲せ
つ

の
中
（
獄
中
）
に
在
り
し
と
き
に
方あ

た
り
て
は
、
彼 

我
を
知

ら
ざ
る
も
の
な
り
。
夫
子
の
既
已
に
感
寤
し
て
我
を
贖
う
は
是
れ

己
を
知
れ
ば
な
り
。
己
を
知
る
も
の
に
し
て
礼
無
き
は
、
固
よ

り
縲
紲
の
中
に
在
る
に
如
か
ざ
る
な
り
」
と
。『
史
記
索
隠
』
に
、

「
信
は
読
み
て
申
と
曰
う
」
と
あ
る
。

令
聞
不
已　
「
令
聞
」
は
立
派
な
誉
れ
、
優
れ
た
評
判
。『
詩
経
』
大

雅
・「
文
王
」
に
、「
亹び

亹び

た
る
文
王
、
令
聞

0

0 

0已0

ま
ず
」
と
あ
る

「
令
聞
」、
朱
本
・
仇
本
は
「
令
問
」
に
作
る
。
意
味
は
同
じ
。

任
重
致
遠　

本
来
は
、
馬
が
重
い
荷
物
を
引
い
て
遠
く
ま
で
運
ぶ
こ

と
を
言
っ
た
。
そ
こ
か
ら
、
重
責
に
堪
え
て
、
事
業
を
成
し
遂
げ

る
こ
と
に
喩
え
る
。
有
能
な
人
材
に
つ
い
て
言
う
『
墨
子
』
親
士

に
、「
故
に
賢
君
有
り
と
雖
も
、
無
功
の
臣
を
愛
せ
ず
。
…
…
是

の
故
に
其
の
任
に
勝
え
ず
し
て
其
の
位
に
処
る
は
、
此
の
位
の
人

に
非
ざ
る
な
り
。
…
…
良
馬
は
乗
り
難
し
、
然
れ
ど
も
以
て
重0

き

に
任0

じ
て
遠0

き
を
致0

す
べ
し
。
良
才
は
令
し
難
し
、
然
れ
ど
も
以

て
君
を
致
し
て
尊
を
見し

め

す
べ
し
」
と
あ
る
。
謝
本
は
、
こ
の
語
が

『
論
語
』
泰
伯
篇
の
「
士
は
以
て
弘
毅
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
任0

重0

く
し
て
道
遠

0

0

し
」
に
基
づ
く
も
の
と
解
釈
し
て
い
る
。「
任
重

道
遠
」
は
、
任
務
（
＝
仁
）
は
重
く
、
そ
れ
を
実
践
す
る
道
は
死

ぬ
ま
で
続
く
遠
大
な
も
の
、
と
い
う
意
。

面
目
黧
黑　

顔
が
や
つ
れ
て
土
気
色
を
し
て
い
る
こ
と
。『
列
子
』

黄
帝
篇
に
、「
子
華
の
門
徒
は
、
皆 

世
族
な
り
、
縞
衣

0

0

し
て
軒0

に

乗0

り
、
緩
歩
し
て
闊
視
す
、
顧か

え

っ
て
商
丘
開
の
、
年
老
い
力
弱
く
、

面
目
黧
黒

0

0

0

0

に
し
て
、
衣
冠
不
検
な
る
を
見
て
、
之
を
眲

あ
な
ど

ら
ざ
る

は
莫
し
」
と
あ
る
。「
不
検
」
は
、
規
則
に
適
っ
て
い
な
い
こ
と
。

見
栄
え
が
悪
い
こ
と
。
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常　

朱
本
は
「
嘗
」
に
作
る
。

飽
飯
喫　

食
事
に
困
ら
な
い
こ
と
。「
飽
」
は
満
足
す
る
、
十
分
に

～
す
る
。「
飯
」
は
食
べ
る
、「
喫
」
は
飲
む
。
な
お
、「
飯
喫
」

は
二
文
字
で
食
事
の
意
に
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
仏
教
関
連
の

書
に
見
え
る
口
語
。「
飽
飯
喫
」
と
熟
し
て
読
み
、「
飽
き
る
ほ
ど

十
分
な
食
事
」
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
熟
語
と
し
て
の
用
例

に
、「
目
連 

仏
の
明
教
を
承
け
、
…
…
広
く
盂
蘭
盆
の
善
根
を
造

れ
ば
、
阿
孃 

此
の
盆
中
に
就
き
て
、
始
め
て
一
頓
の
飽
飯
喫

0

0

0

を

得、

た
り
」（「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
変
文
並
図
一
巻
」、
潘
重
規
編

『
敦
煌
変
文
集
新
書
』
巻
四
、
文
津
出
版
社
、
一
九
九
四
、
七
一

四
頁
）
が
あ
る
。「
広
」
は
「
多
」、「
阿
孃
」
は
母
親
、「
頓
」
は

食
事
の
回
数
を
数
え
る
量
詞
。「
飽
飯
喫
」、
銭
本
・
全
唐
文
は

「
飯
飽
喫
」
に
作
る
。
銭
本
は
細
字
注
に
「
一
作
飽
飯
喫
」
と
あ

り
、
仇
本
の
細
字
注
に
は
「
一
作
飽
喫
飯
」
と
あ
る
。

曾
未
如　

全
唐
文
は
「
曾
未
得
」
に
作
る
。

富
家
奴　

富
豪
の
家
の
従
僕
。

縞
衣
乘
軒　
「
縞
衣
」
は
白
絹
で
作
っ
た
衣
服
。
男
子
の
衣
服
。
こ

こ
で
は
動
詞
と
し
て
読
む
。「
乗
軒
」
は
大
夫
の
車
に
乗
る
こ
と
。

役
人
に
な
る
こ
と
を
言
う
。「
面
目
黧
黒
」
の
注
を
参
照
。

東
之
諸
侯　

山
東
（
華
山
〔
陝
西
省
華
県
〕
以
東
）
の
刺
史
を
指
す
。

杜
甫
「
送
顧
八
分
文
学
適
洪
吉
州
」（『
詳
注
』
巻
二
十
二
）
に

「
子 

東0

の
諸
侯

0

0

に
干も

と

め
、
勧
勉
し
て
縦
恣
を
防
が
し
む
…
…
使
臣 

択
ぶ
所
を
精
に
し
、
徳
を
進
め
て
歴
試
せ
し
め
ん
こ
と
を
知
る
」

と
あ
り
、
詳
注
に
、「
侯
と
は
乃
ち
州
の
刺
史
な
り
。
…
…
使
臣

の
二
句
、
言

い
う
こ
こ
ろは

、
観
察
（
刺
史
）
は
民
の
為
に
官
を
択
ぶ
、
必
ず

能
く
有
徳
の
者
を
進
め
て
之
を
歴
試
せ
し
む
る
な
り
」
と
あ
る
。

詩
に
言
う
「
東
」
と
は
、
江
西
省
洪
州
の
こ
と
。「
雑
述
」
中
の

「
東
の
諸
侯
の
深
く
拒
む
」
と
い
う
の
は
、
山
東
の
長
官
が
張
叔

卿
（
解
題
①
の
制
作
年
な
ら
孔
巣
父
も
）
を
郷
貢
進
士
と
し
て
選

抜
し
な
い
こ
と
を
言
う
。
現
在
の
長
官
に
人
材
を
見
る
目
が
無
い

こ
と
、
し
か
と
観
察
の
任
に
当
た
っ
て
い
な
い
こ
と
を
暗
に
風
諭

し
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

新
令
尹
之
人　

宰
相
に
な
っ
た
ば
か
り
の
人
。

由
天
乎
、
有
命
乎　

人
の
一
生
は
天
命
に
よ
る
か
ら
、
人
間
に
は

ど
う
に
も
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
問
い
か
け
。『
論

語
』
顔
淵
篇
の
「
子
夏
曰
く
、『
商 

之
を
聞
く
。
死
生 

命
有

0

0

り
、

富
貴 

天0

に
0在0

り
と
』」
に
拠
る
。

〔
二
〕

雖
岑
子
・
薛
子
引
知
名
之
士
、
月
數
十
百
、
塡
爾
逆
旅
、
請
誦
詩
、

浮
名
耳
。
勉
之
哉
、
勉
之
哉
。
夫
古
之
君
子
、
知
天
下
之
不
可
蓋
也
、

故
下
之
、
知
眾
人
之
不
可
先
也
、
故
後
之
。
嗟
乎
叔
卿
、
遣
辭
工
於

猛
健
、
放
蕩
似
不
能
安
排
者
。
以
我
爲
聞
人
而
已
、
以
我
爲
益
友
而
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已
。
叔
卿
靜
而
思
之
。
嗟
乎
巢
父
、
執
雌
守
常
、
吾
無
所
贈
若
矣
。

岑し
ん

子し

・
薛せ

つ

子し

と
雖い

え
ども

知ち

名め
い

の
士し

を
引ひ

く
こ
と
、
月つ

き

に
数す

う

十じ
ゅ
う

百ひ
ゃ
くに

し

て
、
爾そ

の
逆げ

き

旅り
ょ

を
塡う

ず

め
、
詩し

を
誦し

ょ
うし

て
、
名な

を
浮ふ

た
ら
し
め
ん
こ
と

を
請こ

う
の
み
。
之こ

れ

を
勉つ

と

め
よ
や
、
之こ

れ

を
勉つ

と

め
よ
や
。
夫そ

れ
古

い
に
し
えの

君く
ん

子し

は
、
天て

ん

下か

の
蓋お

お

う
べ
か
ら
ざ
る
を
知し

る
が
故ゆ

え

に
、
之こ

れ

に
下く

だ

り
、
衆

し
ゅ
う

人じ
ん

の
先さ

き

ん
ず
べ
か
ら
ざ
る
を
知し

る
が
故ゆ

え

に
、
之こ

れ

に
後お

く

る
。
嗟あ

乎あ 

叔
し
ゅ
く

卿け
い

、

遣け
ん

辞じ

は
猛も

う

健け
ん

に
工た

く
み、

放ほ
う

蕩と
う

に
し
て
排は

い

に
安や

す

ん
ず
る
こ
と
能あ

た

わ
ざ
る
に

似
た
る
者も

の

な
り
。
我わ

れ

を
以も

っ

て
聞ぶ

ん

人じ
ん

と
為な

す
の
み
、
我わ

れ

を
以も

っ

て
益え

き

友ゆ
う

と

為な

す
の
み
。
叔

し
ゅ
く

卿け
い 

静し
ず

か
に
し
て
之こ

れ

を
思お

も

え
。
嗟あ

乎あ 

巣そ
う

父ほ

、
雌し

を
執と

り
常つ

ね

を
守ま

も

る
、
吾わ

れ 

若な
ん
じに

贈お
く

る
所

と
こ
ろ

無な

し
。

か
の
岑
子
や
薛
子
で
さ
え
も
、
名
士
と
も
て
は
や
さ
れ
て
い
る
者
た

ち
を
月
に
数
十
人
と
招
い
て
、
当
地
の
旅
館
を
い
っ
ぱ
い
に
し
、
詩

を
唱
和
さ
せ
、
そ
の
名
を
や
た
ら
喧
伝
さ
せ
て
い
る
。（
こ
れ
は
や

り
す
ぎ
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
君
た
ち
は
）
彼
ら
を
見
習
っ
て
努
力

し
て
ほ
し
い
。
さ
て
も
、
古
代
の
君
子
は
、
天
下
は
自
分
一
人
だ
け

で
統
制
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
理
解
し
て
い
た
の
で
謙
虚
な
態
度

を
と
り
、
一
般
の
人
々
は
自
尊
心
が
あ
っ
て
他
者
に
へ
り
く
だ
る
こ

と
が
難
し
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
ら
、
彼
ら
に
対
し
て
一
歩
下

が
っ
た
態
度
を
と
っ
て
い
た
の
で
あ
る
（
岑
子
・
薛
子
は
そ
の
謙
虚

さ
が
結
果
的
に
浮
名
に
見
え
る
の
で
あ
る
）。
だ
と
い
う
の
に
張
叔

卿
よ
、
君
は
そ
の
弁
舌
を
忌
憚
な
く
勇
猛
に
揮
い
、
周
囲
の
目
な
ど

気
に
も
留
め
ず
に
時
勢
の
流
れ
に
沿
う
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
だ
。

わ
た
し
だ
け
が
名
望
あ
る
人
間
で
は
な
い
し
、
益
友
た
り
え
る
人
物

は
ほ
か
に
も
い
る
。
叔
卿
よ
、
ど
う
か
落
ち
つ
い
て
考
え
て
み
よ
。

あ
あ
孔
巣
父
よ
、
君
は
柔
軟
な
態
度
を
と
っ
て
乱
を
好
ま
ぬ
。
わ
た

し
か
ら
君
に
贈
る
言
葉
な
ど
何
も
な
い
よ
。

岑
子
・
薛
子　

岑
参
と
薛
拠
（
朱
本
注
に
拠
る
）。
岑
参
は
荊
州
江

陵
（
湖
北
省
）
の
人
。
天
宝
三
載
（
七
四
四
）
の
進
士
。
辺
塞
詩

人
と
し
て
高
適
と
併
称
さ
れ
る
。
薛
拠
は
河
中
宝
鼎
（
山
西
省
）

の
人
。
開
元
十
九
年
（
七
三
一
）
に
科
挙
に
及
第
。
天
宝
六
載
に

制
挙
の
風
雅
古
調
科
に
及
第
。
尚
書
水
部
郎
中
と
な
り
、
給
事

中
を
贈
ら
れ
た
。
王
維
・
杜
甫
と
特
に
交
遊
が
あ
っ
た
（『
全
唐

詩
』
作
者
小
伝
、
及
び
『
詳
注
』
巻
十
八
「
寄
薛
三
郎
中
」
題

注
）。
薛
拠
の
詩
は
『
全
唐
詩
』
巻
二
五
三
に
十
二
首
、
逸
句
二

首
、『
全
唐
詩
続
補
遺
』
巻
三
に
一
首
見
え
る
。

　

岑
子
・
薛
子
が
岑
参
と
薛
拠
で
あ
る
な
ら
、
杜
甫
が
二
人
の
存
在

を
知
っ
た
年
が
「
雑
述
」
の
制
作
年
に
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
。

廖
立
『
岑
嘉
州
詩
箋
注
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
四
）
所
収
の
岑

参
年
譜
に
拠
れ
ば
、
杜
甫
と
岑
参
の
交
遊
は
開
元
二
十
三
年
（
七

三
五
）、
洛
陽
の
地
に
て
は
じ
ま
っ
た
と
推
測
す
る
。
薛
拠
に
つ
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い
て
は
、
彼
の
詩
に
秦
望
山
・
西
陵
（
浙
江
省
）・
震
沢
（
江
蘇

省
）・
丹
陽
（
湖
北
省
）
な
ど
の
地
名
が
出
て
く
る
の
で
、
開
元

十
九
年
（
七
三
一
）
に
呉
越
を
遊
歴
し
て
い
た
杜
甫
と
既
に
知
り

合
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

數
十
百　

八
十
以
上
百
以
下
の
数
、
ま
た
は
数
の
多
い
こ
と
を
言
う
。

誦
詩　

作
詩
し
て
そ
れ
を
朗
唱
さ
せ
る
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
。

浮
名　

名
誉
・
名
声
が
実
際
の
言
動
よ
り
も
過
剰
な
こ
と
。「
浮
」

は
、
こ
こ
で
は
動
詞
と
し
て
訓
じ
る
。
い
た
ず
ら
に
名
声
を
上
げ

る
意
。
岑
参
ら
の
他
者
と
摩
擦
を
生
ぜ
ず
、
お
お
ら
か
に
詩
名

を
高
め
る
行
為
を
諧
謔
的
に
評
し
て
い
る
。『
礼
記
』
表
記
篇
に
、

「
子
曰
く
、『
先
王 

諡
お
く
り
なす

る
に
尊
名
を
以
て
し
、
節
す
る
に
壱い

つ

恵け
い

を
以
て
す
。
名、

の
行
い
に
浮、

ぐ
る
を
恥
ず
れ
ば
な
り
。
是
の
故
に

君
子
は
自
ら
其
の
事
を
大だ

い

に
せ
ず
、
自
ら
其
の
功
を
尚た

か

く
せ
ず
、

以
て
情
に
処
ら
ん
こ
と
を
求
む
、
行
い
を
過あ

や
まて
ば
率し

た
がわ
ず
、
以
て

厚
き
に
処
ら
ん
こ
と
を
求
む
、
人
の
善
を
彰
わ
し
て
、
人
の
功
を

美
し
、
以
て
賢
に
下
ら
ん
こ
と
を
求
む
。
是
の
故
に
君
子
は
自
ら

卑ひ
く

く
す
と
雖
も
、
民
は
之
を
敬
尊
す
』
と
」
と
あ
る
。

耳　

請
願
の
気
分
を
表
す
助
辞
。「
請
～
耳
」
と
な
る
こ
と
が
多
い
。

勉
之
哉　

努
め
励
み
た
ま
え
。
努
力
し
て
ほ
し
い
。「
～
哉
（
～
な

る
か
な
）」
は
、
一
般
に
感
嘆
を
示
す
が
、「
～
之
哉
（
之
を
～
せ

よ
や
）」
は
、
強
い
願
望
や
命
令
等
の
語
気
を
表
し
、
注
意
を
う

な
が
す
時
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
。

知
天
下
・
知
眾
人
の
二
句　
『
説
苑
』
敬
慎
篇
に
、「
君
子
は
天
下
の

蓋
う
べ
か
ら
ざ
る
を
知
る
が
故
に
、
之
に
後
れ
、
之
に
下
り
、
人

を
し
て
之
を
慕
わ
し
む
。
雌
を
執
り
下
る
を
持
す
れ
ば
、
能
く

之
と
争
う
者
莫
し
」
と
あ
る
。
ま
た
、『
孔
子
家
語
』
観
周
篇
に
、

「
君
子
は
天
下
の
上
る
べ
か
ら
ざ
る
を
知
る
が
故
に
、
之
に
下
り
、

衆
人
の
先
ん
ず
べ
か
ら
ざ
る
を
知
る
が
故
に
、
之
に
後
る
。
温
恭

慎
徳
な
れ
ば
、
人
を
し
て
之
を
慕
わ
し
め
、
雌
を
執
り
下
る
を
持

す
れ
ば
、
人 

之
に
踰こ

ゆ
る
莫
し
」
と
あ
る
。「
持
下
」
と
は
、
へ

り
く
だ
っ
た
態
度
を
保
つ
こ
と
、
謙
虚
で
あ
る
こ
と
。
こ
の
文
章

は
、「
浮
名
」
の
注
に
引
い
た
『
礼
記
』
の
文
章
と
も
類
似
す
る
。

遣
辭　

言
葉
遣
い
。
措
辞
と
い
う
の
に
同
じ
。

猛
健　

勇
猛
果
敢
な
こ
と
。
後
の
用
例
に
な
る
が
、
北
宋
・
黄
庭
堅

の
「
答
王
晦
之
見
寄
」
詩
（『
全
宋
詩
』
巻
一
〇
一
八
）
に
、「
邸

筒 

朝
に
解
き
て
君
が
詩
を
得
、
読
み
罷
わ
れ
ば 

涼
飈 

炎
熱
を

奪
う
。
嗟
呼 

晦
之
の
遣
詞
、
猛
健
に
長
ず
、
故
に
意
淡
く
し
て

孤
絶
す
」
と
あ
る
。「
涼
飈
奪
炎
熱
」・「
意
淡
」
な
ど
の
語
か
ら
、

「
猛
健
」
は
爽
快
感
を
覚
え
る
よ
う
な
直
情
的
で
明
快
な
さ
ま
を

表
し
た
語
で
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
こ
う
し
た
直
情
的
な

言
葉
は
肯
定
的
に
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
思
慮
深
さ
を
欠
い

た
発
言
と
し
て
否
定
的
に
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
黄
庭
堅
の
こ
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の
詩
は
、
恐
ら
く
杜
甫
の
「
雑
述
」
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
の
で
、「
雑
述
」
に
お
け
る
「
猛
健
」
も
、
勇
猛
且
つ
明
快
と

い
う
肯
定
的
な
面
も
あ
る
が
、
配
慮
を
欠
い
た
不
用
意
な
発
言
と

い
う
否
定
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
含
ま
れ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。

杜
甫
は
、
張
叔
卿
の
直
情
的
な
言
葉
が
相
手
と
の
間
に
諍
い
を
起

こ
し
や
す
い
こ
と
を
懸
念
し
て
「
猛
健
」
の
語
を
用
い
た
の
で
は

な
い
か
。
荒
井
健
氏
は
文
学
批
評
に
見
え
る
「
健
」
字
に
つ
い
て
、

『
説
文
解
字
』
で
そ
の
字
義
が
「
伉
（
相
手
の
意
。
対
抗
の
派
生

義
が
あ
る
）」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
強
健
・
剛
健
・

健
全
と
い
っ
た
意
味
の
う
ら
に
、
特
定
の
作
品
の
読
み
手
の
心
に

ひ
き
お
こ
さ
れ
る
抵
抗
感
の
ご
と
き
も
の
を
暗
々
裡
に
示
唆
し
て

い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」（「『
気
』
の
詩
学
と
『
意
』
の
詩
学

―
『
滄
浪
詩
話
』
と
『
潜
渓
詩
眼
』
―
」、『
秋
風
鬼
雨
―
詩
に
呪

わ
れ
た
詩
人
た
ち
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
二
、
二
四
八
頁
）
と
述

べ
て
い
る
。「
健
」
字
、
高
本
は
「

」
に
作
る
。

安
排　

自
然
の
な
り
ゆ
き
に
身
を
任
せ
る
こ
と
。
張
本
の
細
字
注
に
、

「
序
に
順
い
て
化
に
入
る
こ
と
能
わ
ざ
る
を
謂
う
」
と
あ
る
。
こ

の
語
は
、『
荘
子
』
大
宗
師
篇
の
「
排
に
安
ん
じ
て
化
に
入
れ
ば
、

乃
ち
寥
に
入
り
て
天
と
一
な
ら
ん
」
に
基
づ
く
。

遣
辭
工
於
の
二
句　

底
本
・
仇
本
・
張
本
・
全
唐
文
な
ど
は
「
遣
辭

工
於
猛
健
放
蕩
、
似
不
能
安
排
者
」
と
句
読
を
切
っ
て
い
る
。

益
友　

交
遊
し
て
有
益
に
な
る
友
人
。『
論
語
』
季
氏
篇
の
「
益
者

三
友
、
…
…
直
き
を
友
と
し
、
諒
を
友
と
し
、
多
聞
を
友
と
す
る

は
、
益
な
り
」
に
基
づ
く
。

執
雌
守
常　

柔
軟
さ
と
常
道
（
何
を
す
る
に
も
欲
を
出
さ
ず
に
自
然

で
あ
る
こ
と
）
を
守
る
こ
と
。「
執
雌
」
は
、
柔
軟
な
態
度
を
と

り
つ
づ
け
る
こ
と
。『
老
子
』
第
二
十
八
章
に
、「
其
の
雄
を
知
り
、

其
の
雌
を
守
れ
ば
、
天
下
の
谿
と
為
る
」
と
あ
る
。「
守
常
」
は
、

『
淮
南
子
』
詮
言
訓
に
、「
道
を
釈す

て
て
智
に
任
ず
る
者
は
必
ず
危

う
し
、
数す

う

を
棄
て
て
才
を
用
う
る
者
は
必
ず
困
し
む
。
…
…
治
め

ん
と
欲
す
る
を
以
て
し
て
乱
る
る
者
有
る
も
、
未
だ
常、

を
守、

る
を

以
て
し
て
失
す
る
者
有
ら
ず
。
…
…
其
の
分
を
守
り
、
其
の
理
に

循
い
、
之
を
失
う
も
憂
え
ず
、
之
を
得
る
も
喜
ば
ず
、
故
に
成
る

者
は
為
す
所
に
非
ず
、
得
る
者
は
求
む
る
所
に
非
ざ
る
な
り
」
と

あ
る
。

若
矣　

高
本
は
「
若
以
」
に
作
る
。
底
本
は
「
若
以
」
に
作
る
な
ら
、

こ
の
二
字
は
次
句
の
冒
頭
に
入
れ
る
の
で
あ
ろ
う
と
言
う
。
た
だ
、

「
矣
」
字
と
「
以
」
字
と
は
発
音
が
類
似
す
る
た
め
の
混
用
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
裴
学
海
『
古
書
虚
字
集
釈
』（
中
華
書

局
、
一
九
五
四
）
に
、「『
已
』
猶
『
矣
』
也
。『
已
』
与
『
矣
』

同
音
。
故
同
義
」
と
あ
り
、「
字
或
作
『
以
』」
と
あ
る
。

〔
三
〕
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太
山
冥
冥
崪
以
高
、
泗
水
潾
潾
濔
以
清
。
悠
悠
友
生
、
復
何
時
會
于

王
鎬
之
京
。
載
飲
我
濁
酒
、
載
呼
我
爲
兄
。

太た
い

山ざ
ん 

冥め
い

冥め
い

と
し
て
崪け

わ

し
く
し
て
以も

っ

て
高た

か

く
、
泗し

水す
い 

潾り
ん

潾り
ん

と
し
て
濔み

ち
て
以も

っ

て
清き

よ

し
。
悠ゆ

う

悠ゆ
う

た
る
友ゆ

う

生せ
い

、
復ま

た
何い

ず

れ
の
時と

き

に
か
王お

う

鎬こ
う

の
京け

い

に
会か

い

せ
ん
。
載す

な
わち

我わ

が
濁だ

く

酒し
ゅ

を
飲の

み
、
載す

な
わち

我わ
れ

を
呼よ

び
て
兄け

い

と
為な

せ
。

泰
山
は
雲
を
突
き
抜
け
て
全
貌
を
見
通
せ
な
い
く
ら
い
険
し
く
高
く

そ
び
え
、
泗
水
は
水
底
を
見
通
せ
る
く
ら
い
清
ら
か
な
水
を
た
た
え

て
き
ら
き
ら
と
流
れ
る
。
気
が
置
け
な
い
友
よ
、
天
子
の
在
ま
し
し

鎬
の
都
に
て
再
び
見
え
る
の
は
何
時
の
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
さ

あ
、
わ
が
に
ご
り
酒
を
あ
お
り
た
ま
え
。
そ
し
て
、
わ
た
し
を
兄け

い

と

呼
ぶ
が
よ
い
。

太
山　

山
東
省
に
あ
る
泰
山
の
こ
と
。
銭
本
・
朱
本
・
張
本
・
仇
本

は
「
泰
山
」
に
作
る
。

冥
冥　

視
界
が
雲
や
塵
な
ど
に
遮
ら
れ
て
見
通
し
が
き
か
な
い
さ
ま
。

ま
た
、
と
て
も
高
い
さ
ま
。

崪　

山
の
け
わ
し
い
さ
ま
。

泗
水　

山
東
省
泗
水
県
に
源
を
発
す
る
川
。「
泰
山
」
と
「
泗
水
」

の
あ
る
山
東
は
、
張
叔
卿
と
孔
巣
父
に
縁
の
あ
る
地
。〔
一
〕
の

張
叔
卿
・
孔
巣
父
の
注
を
参
照
。

潾
潾　

底
の
石
が
見
通
せ
る
ほ
ど
水
が
清
ら
か
な
さ
ま
。

濔　

水
の
深
く
満
ち
る
さ
ま
。
ま
た
、
水
の
流
れ
る
さ
ま
。
朱
本
・

張
本
・
仇
本
は
「
瀰
」
に
作
る
。

悠
悠
友
生　

い
つ
ま
で
も
心
に
思
っ
て
忘
れ
な
い
友
人
。「
悠
悠
」

は
ず
っ
と
思
い
つ
づ
け
る
こ
と
。

王
鎬
之
京　

鎬
（
今
の
陝
西
省
西
安
市
長
安
区
）
は
、
西
周
が
都
を

置
い
た
地
。
鎬
京
。
こ
こ
で
は
、
長
安
を
指
す
。

載　
「
す
な
わ
ち
」
と
訓
じ
、
動
作
の
連
続
・
同
時
並
行
を
表
す
。

兄　

知
人
に
対
し
て
親
し
み
を
込
め
て
称
す
る
語
。
仇
本
の
細
字
注

に
「
叶
音
興
（
叶
韻
で
あ
る
。
興
と
発
音
す
る
）」
と
あ
る
。

押
韻　

清　

下
平
声
十
四
清
／
生
・
京
・
兄　

下
平
声
十
二
庚

　
　

※
庚
・
清
同
用

�

（
宇
都
宮
大
学
非
常
勤
講
師
）


